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ＰＰＰ（民間委託）を活用した新しい総合窓口の導入について 

現状 

◆職員数の減少による市民サービスの低下が起きている 

◆窓口を抱える職場の超過勤務が多い 

◆手続きごとの縦割り対応で効率が悪い 

課題 

① 職員数が減少している 

② 職員ひとりの窓口対応時間が増加している 

③ 業務は多種多様化・複雑化している 

④ 業務を担う職員の能力差 

提言 

① 新しい総合窓口のかたち 

完全１対１対応の窓口 

② 民間委託について 

縦割り行政の垣根を越えた窓口業務の一本化委託 

③ スペース（レイアウト）について 

総合窓口を設置し、本庁と支所の格差を解消し、利便性を高める 

来庁者の声 

◆いくつもの窓口を回らなければいけない 

◆どこでどの手続きをやっているかわからない 

◆窓口ごとで状況を何度も繰り返して話さなければならない 

◆申請書を何枚も書かなければならない 

◆一ヵ所ですべての手続きを終わらせたい 
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これまで取り組まれてきた政策 
ワンストップサービス（総合窓口） 


